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(57)【要約】
【課題】講演中に講演者により提示されたコンテンツに
アクセスするシステム及び方法が開示される。
【解決手段】このシステム及び方法は、講演者が講演中
に聴講者に対してプレゼンテーション資料を表示するた
めのプレゼンテーションモジュールを含んでいる。また
、既に表示されたプレゼンテーション資料の表示画像を
表示することのできる、選択モジュールも含まれている
。選択モジュールを起動すると、聴講者はプレゼンテー
ション資料の特定の１つをプレゼンテーションモジュー
ルで再表示するように選択することが可能となる。
【選択図】図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　講演中に講演者が提示したコンテンツにアクセスするシステムであって、
　１つまたは複数のプロセッサと、
　メモリと、
　前記メモリに格納され、かつ前記１つまたは複数のプロセッサにより実行可能なソフト
ウェアモジュールと、
　を備え、
　前記ソフトウェアモジュールが、
　前記講演者がプレゼンテーション資料を聴講者に対してディスプレイ装置に表示するた
めに使用するプレゼンテーションモジュールと、
　１人または複数の前記聴講者に対して既に提示された前記プレゼンテーション資料の表
示画像をディスプレイ装置に表示し、かつリモートコントロールを利用して、前記聴講者
に、前記プレゼンテーション資料の前記表示画像から前記プレゼンテーション資料の特定
の１つを前記プレゼンテーションモジュールによって再表示するために選択させるように
構成された選択モジュールと、
　を含むことを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記聴講者は前記講演者からは遠隔の場所にいて、かつネットワークで接続されている
ことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記プレゼンテーション資料は、前記選択モジュールに伝送された提示順序を有し、前
記提示順序は前記講演者が前記聴講者に提示するスライドの順番に対応していることを特
徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記聴講者によって再表示のために選択される、前記プレゼンテーション資料の内の前
記特定の１つは、前記プレゼンテーション資料の前記表示画像から選択され、
　前記選択モジュールが、前記プレゼンテーション資料の内の前記特定の１つの識別情報
を前記プレゼンテーションモジュールと通信することを特徴とする、請求項３に記載のシ
ステム。
【請求項５】
　前記プレゼンテーション資料の前記表示画像は、前記プレゼンテーション表示上にオー
バーレイとして表示されることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記プレゼンテーション資料の前記表示画像は、前記プレゼンテーション表示のディス
プレイ装置とは異なるディスプレイ装置上に表示されることを特徴とする、請求項１に記
載のシステム。
【請求項７】
　前記選択モジュールは、基調を成すプレゼンテーションパッケージとは独立した選択機
能を備えることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記プレゼンテーションモジュールから前記選択モジュールへの前記制御の受け渡しは
、前記プレゼンテーション資料の１つまたは複数の様相に応答して自動化されており、前
記様相は指定された言語要素からなることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記プレゼンテーション資料はスライドで構成され、前記プレゼンテーション資料の前
記表示画像は前記スライドのサムネイル画像で構成されており、個々のプレゼンテーショ
ン資料を表すそれぞれの前記サムネイル画像は、前記スライドを提示中、あるいは提示後
に前記選択モジュールへアップロードされることを特徴とする、請求項１に記載のシステ
ム。
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【請求項１０】
　講演中に講演者によって提示されたコンテンツにアクセスする、コンピュータに実装さ
れた方法であって、前記方法が、
　聴講者にプレゼンテーション資料をディスプレイ装置に表示するステップと、
　既に聴講者に提示された前記プレゼンテーション資料の表示画像をディスプレイ装置に
表示するステップと、
　リモートコントロールを利用して、前記聴講者に、前記プレゼンテーション資料の前記
表示画像表示から前記プレゼンテーション資料の特定の１つを前記プレゼンテーションモ
ジュールによって再表示するために選択させるステップと、
　前記選択に応答して、既に提示された前記プレゼンテーション資料の前記特定の１つを
ディスプレイ装置に表示するステップと、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記表示画像は、前記プレゼンテーション資料を表示しているディスプレイ装置上にオ
ーバーレイとして表示されることを特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記プレゼンテーション資料の前記表示画像から聴講者が選択することを可能とするス
テップが、聴講者が基調を成すプレゼンテーションパッケージとは独立に選択することを
可能ならしめるステップを含むことを特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記プレゼンテーション資料の表示画像を表示するステップが、講演者からは遠隔の場
所において前記プレゼンテーション資料の前記表示画像を表示するステップを含むことを
特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記プレゼンテーション資料が前記講演者によって前記聴講者へ提示される順番に応じ
て、前記プレゼンテーション資料を表示するステップを更に含むことを特徴とする。請求
項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記プレゼンテーション資料の特定の１つを前記表示画像から選択することを聴講者に
可能ならしめる操作を、前記講演者が制御可能とするステップを更に含むことを特徴とす
る、請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　前記プレゼンテーション資料の１つまたは複数の様相に応答して、聴講者が既に提示さ
れたプレゼンテーション資料から選択することを可能とする制御を自動化するステップを
更に含み、ここで、前記様相は指定された言語要素を含むことを特徴とする、請求項１０
に記載の方法。
【請求項１７】
　コンピュータを、
　聴講者にプレゼンテーション資料をディスプレイ装置に表示するステップ、
　既に聴講者に提示された前記プレゼンテーション資料の表示画像をディスプレイ装置に
表示するステップ、
　リモートコントロールを利用して、前記聴講者に、前記プレゼンテーション資料の前記
表示画像表示から前記プレゼンテーション資料の特定の１つを前記プレゼンテーションモ
ジュールによって再表示するために選択させるステップ、及び
　前記選択に応答して、既に提示された前記プレゼンテーション資料の前記特定の１つを
ディスプレイ装置に表示するステップ
　を実行させるためのプログラム。
【請求項１８】
　前記表示画像は、前記プレゼンテーション資料を表示している前記同一のディスプレイ
装置上にオーバーレイとして表示されることを特徴とする、請求項１７に記載のプログラ
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ム。
【請求項１９】
　前記表示画像は、前記プレゼンテーション資料を表示している前記ディスプレイ装置と
は別のディスプレイ装置上に表示されることを特徴とする、請求項１７に記載のプログラ
ム。
【請求項２０】
　基調を成すプレゼンテーションパッケージとは独立に聴講者に選択能力を付与するステ
ップを更に実行させることを特徴とする、請求項１７に記載のプログラム。
【請求項２１】
　前記プレゼンテーション資料の前記表示画像を表示するステップが、ウェブブラウザを
介してパーソナルデバイス上で前記表示画像を表示するステップを含むことを特徴とする
、請求項１７に記載のプログラム。
【請求項２２】
　前記プレゼンテーション資料が前記講演者によって前記聴講者へ提示される順番に応じ
て、前記プレゼンテーション資料を表示するステップを更に実行させることを特徴とする
、請求項１７に記載のプログラム。
【請求項２３】
　前記プレゼンテーション資料の特定の１つを前記表示画像から選択することを聴講者に
可能ならしめる操作を、前記講演者が制御可能とするステップを更に実行させることを特
徴とする、請求項１７に記載のプログラム。
【請求項２４】
　前記プレゼンテーション資料の１つまたは複数の様相に応答して、聴講者が既に提示さ
れたプレゼンテーション資料から選択することを可能とする制御を自動化するステップを
更に実行させ、ここで、前記様相は指定された言語要素を含むことを特徴とする、請求項
１７に記載のプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は聴講者が応答するシステムに関し、より具体的には、講演あるいは会議におい
て、提示された資料の中のコンテンツに聴講者がアクセスして再表示することを可能とす
るシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　講演の発表の後の質疑応答（Ｑ＆Ａ）のセッションでは、講演者は、聴講者の質問のた
めに特定のスライドを再表示しなければならないことがしばしばある。聴講者にとって、
講演者に所望のスライドの再表示を伝えることは、時間を食い、かつわずらわしいことが
ある。言葉の問題、参照のあいまいさ、およびスライドの前進待ち時間、等のすべてが所
望のスライドの識別に対する誤差要因として作用する。例えば、講演や会議において、聴
講者が講演者に種々の質問をしようとする場合、提示されたスライドの記憶に頼ることが
一般的である。別のケースで、スライドの提示中に聴講者が質問をする場合、講演者は問
題となっているスライドを既に提示したスライドの中から探し出し、選択して再表示しな
ければならない。この場合通常、講演者は既に提示したスライドを１つずつ逆送りして、
そのスライドを探すことになる。質疑応答が終わると、講演者は再びスライドを１つずつ
元のスライドまで戻して、講演に戻る。このように講演の途中で質問が行われる場合には
、講演者にとっても質問者にとっても時間がかかり、厄介でわずらわしい経験となること
がある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】Ｂａｒｋｅｒ，Ｐ．，“Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ｏｆ　ａ
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　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｌｉｄｅ　Ｐｒｏｊｅｃｔｏｒ．”，Ｍｉｃｒｏｐｒ
ｏｃｅｓｓｉｎｇ　ａｎｄ　Ｍｉｃｒｏｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ，Ｖ．１０，ｐｐ．２６
１－２７１，１９８２．
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従って、講演の中断時間を最小にし、かつ、講演者及びほかの聴講者の時間を浪費しな
いで、内容に関する質問あるいは的確な考えを述べることができるようにするためには、
再表示する講演資料を聴講者が選択することのできるシステム及び方法が必要とされる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　ある実施形態によれば、講演中に講演者によって提示されたコンテンツにアクセスでき
るシステムが提供される。このシステムは１つまたは複数のプロセッサと、メモリと、メ
モリ中に格納され、１つまたは複数のプロセッサで実行可能なソフトウェアモジュールと
、を備えている。ソフトウェアモジュールには、講演者が聴講者に対してプレゼンテーシ
ョン資料を提示するために使用されるプレゼンテーションモジュールが含まれる。また、
１人または複数の聴講者に対して、既に提示されたプレゼンテーション資料の表示画像を
ディスプレイ装置に表示するように構成された選択モジュールも含まれる。選択モジュー
ルは、プレゼンテーションモジュールによって再表示するために、リモートコントロール
を利用して、聴講者に、プレゼンテーション資料の表示画像からプレゼンテーション資料
の特定の１つを選択させる。
【０００６】
　ある実施形態によれば、講演中に講演者によって提示されたコンテンツをアクセスでき
る方法が説明される。プレゼンテーション資料及びプレゼンテーション資料の表示画像が
聴講者に表示される。この方法には、既に提示されたプレゼンテーション資料の特定の１
つを聴講者が表示画像の中から選択することが可能となるステップが含まれ、その選択に
応答して、既に提示されたプレゼンテーション資料の内の選択された特定の１つが表示さ
れる。
【０００７】
　別の実施形態によれば、コンピュータ可読記憶媒体に、１つまたは複数のプロセッサに
より実行される１つまたは複数のプログラムが含まれている。プログラムは、プレゼンテ
ーション資料および既に提示されたプレゼンテーション資料の表示画像を聴講者に表示す
るステップをコンピュータに実行させる。また、リモートコントロールを利用して、聴講
者に、プレゼンテーション資料の表示画像からプレゼンテーション資料の特定の１つを選
択させるステップをコンピュータに実行させる。このプログラムは、また、選択に応答し
て、既に提示されたプレゼンテーション資料の中の特定の１つを表示可能とするステップ
をコンピュータに実行させる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１Ａ】一実施形態によるプレゼンテーション管理システムのソフトウェアモジュール
のブロック図である。
【図１Ｂ】ある実施形態による、表示リスト１２２および疑似コンテンツ１３４のデータ
構造図である。
【図１Ｃ】図１Ａのプレゼンテーションモジュール１１２を、ある実施形態によりより詳
細に示したブロック図である。
【図２】ある実施形態によるプレゼンテーション管理システムのソフトウェアモジュール
のブロック図である。
【図３】ある実施形態によるディスプレイ上のプレゼンテーション資料の構成を示す図で
ある。
【図４】別の実施形態によるディスプレイ上のプレゼンテーション資料の構成を示す図で
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ある。
【図５】ある実施形態による携帯型ハンドヘルド装置のディスプレイ上のプレゼンテーシ
ョン資料の構成を示す図である。
【図６Ａ】ある実施形態によるプレゼンテーション管理システムの部品及びその接続を示
す図である。
【図６Ｂ】ある実施形態によるプレゼンテーション管理システムの部品及びその接続を示
す図である。
【図６Ｃ】ある実施形態によるプレゼンテーション管理システムの部品及びその接続を示
す図である。
【図７】ある実施形態によるコンピュータシステムのブロック図である。
【図８】聴講者がプレゼンテーション資料の中から選択することを可能とする、ある実施
形態による方法を示すフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の実施形態を十分に理解するために以下に詳細を説明する。しかし、これらの特
定の詳細なしでもさまざまな実施形態が実行され得ることは当業者には明らかであろう。
更に、以下で述べる本発明の特定の実施形態は例として提供されるものであって、本発明
の範囲をこれらの特定な実施形態に限定するものではない。他の例では、本発明を不必要
に不明瞭にすることを防ぐために、周知のシステムの特徴、装置およびソフトウェアの操
作は詳細には示されていない。本題を次に詳細に説明する。
【００１０】
　図１Ａはある実施形態によるプレゼンテーション管理システム１００のソフトウェアモ
ジュールのブロック図である。ソフトウェアモジュールはプレゼンテーションモジュール
１１２と選別モジュール１１４とを含み、これらは（図１Ａに示すように）同一の装置１
１５上で実行されてもよいし、あるいは別々の相互に接続された装置上で実行されてもよ
い。プレゼンテーションモジュール１１２は、入力装置１０２、あるいはその代わりにプ
レゼンテーションアプリケーション１０６を介して講演者が発したプレゼンテーション命
令１１６に応答して、（格納されたコンテンツ１３０からの）コンテンツ１３２のプレゼ
ンテーションを、１つまたは複数のディスプレイ１１８上に制御する。プレゼンテーショ
ンモジュール１１２はまた、制御命令１２４と、表示リスト１２２や疑似コンテンツ１３
４を含むプレゼンテーションに関する情報とを用いて選択モジュール１１４の操作も制御
する。ある実施形態においては表示リスト１２２や疑似コンテンツ１３４は、プレゼンテ
ーションモジュール１１２によって、表示されたコンテンツ１３２から生成される。通常
のスライドのプレゼンテーション用の疑似コンテンツの例としては、講演中の個別のスラ
イドのサムネイル画像及びスライドタイトルが含まれるが、これに限定されるものではな
い。
【００１１】
　選択モジュール１１４は制御命令１２４に従い、再表示のために聴講者が表示コンテン
ツ１３２中の特定項目を選択することを可能とする。ある実施形態においては、聴講者が
ユーザ入力装置１０３を使って再表示するコンテンツを選択すると、ユーザ入力装置１０
３が選択モジュール１１４に対して対応する聴講者命令１１７を出す。図示した実施形態
においては、聴講者が表示済みのコンテンツ１３２に由来する一連の表示された疑似コン
テンツ１３４（サムネイル画像１２６など）の中から対応する項目を選ぶことによって、
再表示したいコンテンツ項目１３２を選択する。
【００１２】
　疑似コンテンツ１３４は聴講者に対してディスプレイ１１８上に表示されてもよいし、
別の第２のディスプレイ１２０上に表示されてもよい。疑似コンテンツ１３４のそれぞれ
の項目は表示リスト１２２の記載項目に関連付けられており、これはコンテンツ１３２の
対応項目が提示される位置を示している。聴講者が疑似コンテンツ１３４のある特定項目
を選択すると、選択モジュール１１４がプレゼンテーションモジュール１１２に対して選
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択命令１２８を出し、選択された疑似コンテンツ１３４に対応する表示済みコンテンツ１
３２の項目の表示リスト上の位置を伝える。このようにして、プレゼンテーションモジュ
ール１１２は、聴講者が指定した表示済みコンテンツの項目を的確に再表示することが可
能となる。実施形態のあるものでは、図６に関連して更に説明するように、ディスプレイ
１１８として、講演者と同じ室内で聴講者が見ることのできる１つまたは複数の大型スク
リーンも含まれる。ディスプレイ１１８としては、個別にネットワークでつながれた装置
の１つまたは複数のディスプレイスクリーンも含まれる。それを利用して１人または複数
の聴講者が、コンテンツ１３２のプレゼンテーションおよび／または聴講者の選択による
その再表示項目を、講演が行われている当該の場所あるいはそこからは遠隔の場所におい
て閲覧することもできる。
【００１３】
　ある実施形態では、表示済みコンテンツ１３２はプレゼンテーションモジュール１１２
にアクセス可能な格納コンテンツ１３０から取り出せる。表示済みコンテンツ１３２は格
納コンテンツ１３０と同一であるかも知れないし、格納コンテンツ１３０の一部分である
かも知れない（講演者がコンテンツのあるものを提示しなかった場合など）。および／ま
たは格納コンテンツとは別の構成（講演者がコンテンツの提示順序を変えた場合など）で
あるかも知れない。プレゼンテーションコンテンツ１３０、１３２は、スライド、アイコ
ン、画像ファイル、文書、及びデジタルメディアを含む、ただしこれに限定されない種々
のタイプのものであってよい。また、当該場所におけるローカルメモリ中に格納されても
よいし、システム１００の外部に格納されてもよい。
【００１４】
　既に述べたように、ある実施形態においては講演者がユーザ入力装置１０２を利用して
表示済みのコンテンツ１３２の提示を制御し、所望によっては、プレゼンテーションアプ
リケーション１０６からのコンテンツも制御し、対応する提示命令１１６をプレゼンテー
ションモジュール１１２に出す。同様に、講演者はプレゼンテーションコンテンツ１３０
、および／または表示済みコンテンツ１３２内での標準的なナビゲーション操作を制御、
および／または実行することができる。ナビゲーション操作の例としては、表示済みコン
テンツ１３２や格納コンテンツ１３０内で前後にスキップしたり、コンテンツ項目１３０
、１３２の次あるいは前の項目に移動したり、自動プレゼンテーションをしている場合に
、コンテンツ１３２の表示を一時的に止めておいたりすることが含まれる。また、講演者
はユーザ入力装置１０２、あるいはプレゼンテーションアプリケーション１０６を利用し
てプレゼンテーションモジュール１１２に命令を伝えて、選択モジュール１１４のある操
作を有効化したり無効化したりすることもできる。例えば、講演者がユーザ入力装置１０
２を介してプレゼンテーションモジュール１１２に指示し、既提示コンテンツ１３２の選
択、再表示のための聴講者命令１１７を選択モジュール１１４が受信可能とすることがで
きる。講演者は一般的にはこれを（講演が終わった時、あるいはセクションの切れ目、な
どの）自分で選んだ１回あるいは複数回のタイミングで行う。
【００１５】
　プレゼンテーション命令１１６を介して講演者が手動で制御する代わりに、プレゼンテ
ーションモジュール１１２は、講演中のある点あるいはタイミングで選択モジュール１１
４を自動的に起動させるように構成されていてもよい。そのような実施形態においては、
システム１００が講演者によって手動で制御されるのではなく、講演の間自律的に動作し
、ある時間間隔の後に、あるいはプレゼンテーションコンテンツ１３０、１３２の中のあ
る指標（ｉｎｄｉｃａｔｏｒｓ）に応答して、プレゼンテーションモジュール１１２が聴
講者からの入力を受信するように選択モジュール１１４を起動する。例えばある実施形態
においては、コンテンツ１３０、１３２における指定された言語要素の出現に応答して、
プレゼンテーションモジュール１１２が、選択モジュール１１４に聴講者入力の受信を可
能ならしめるような構成となっている。指定の言語要素としては例えば、“質問は？”、
“質問”、“終り”、“質疑応答”、“ディスカッション”などが含まれる。ただしこれ
に限定されるものではない。
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【００１６】
　ある実施形態においては、プレゼンテーションモジュール１１２はプレゼンテーション
のコンテンツ１３２が表示される毎にそれを追跡し、表示リスト１２２や疑似コンテンツ
１３４を含む、講演に関して生成する情報を（プレゼンテーションのコンテンツ１３０が
表示される度に）リアルタイムで選択モジュール１１４に更新する。表示済みのコンテン
ツ１３２の表示画像である、疑似コンテンツ１３４は選択モジュール１１４に送信されて
、講演の間、聴講者に表示される。疑似コンテンツ１３４は（例えばディスプレイ１１８
、１２０の１つに）分離されて表示され、コンテンツ項目１３０のどれが既に表示された
かを示す。疑似コンテンツ１３４は任意の数の形態で表示されてもよい。例えば、コンテ
ンツ１３０、１３２がプレゼンテーションのスライドとして提供されるある実施形態にお
いては、プレゼンテーションモジュール１１２が個々のスライドのサムネイルの形で疑似
コンテンツ１３４を生成する。上で述べたように、プレゼンテーションモジュール１１２
はまた、付随する表示リスト１２２も生成する。これは、スライド１３０が提示済みのコ
ンテンツ１３２として表示される場合にスライド１３０の提示順を示すものである。
【００１７】
　疑似コンテンツ１３４の表示は実施形態のあるものではプレゼンテーションモジュール
１１２によって制御され、また別の実施形態においては選択モジュール１１４によって制
御される。疑似コンテンツ１３４はコンテンツ１３２と同じディスプレイ装置１１８に表
示されてもよいし、第２のディスプレイ１２０に表示されてもよい。プレゼンテーション
モジュール１１２は、疑似コンテンツ１３４が生成されるとすぐにディスプレイ１１８に
疑似コンテンツ１３４を表示してもよい。あるいはそうではなく、選択モジュール１１４
が、プレゼンテーションモジュール１１２からの更新情報を受信すると第２のディスプレ
イ装置１２０の上に疑似コンテンツ１３４を表示するように構成されていてもよい。選択
モジュール１１４は、プレゼンテーションのコンテンツ１３０、１３２の個々の項目が聴
講者に対して表示されると、もしくはコンテンツ１３０、１３２が表示され終えた直後に
、表示された疑似コンテンツ１３４を更新することができる。
【００１８】
　選択モジュール１１４が起動されると、ユーザ入力装置１０３が動作可能とされ、聴講
者は表示された疑似コンテンツ１３４から選択することが可能となる。聴講者は入力装置
１０３を使用して、選択を示す入力命令１１７を伝送する。聴講者が表示された疑似コン
テンツ１３４から項目を選択すると、選択モジュール１１４が聴講者の選択を示す選択命
令１２８をプレゼンテーションモジュール１１２に伝送する。これに応答して、プレゼン
テーションモジュール１１２が選択されたコンテンツ項目１３０、１３２を（１つまたは
複数の）ディスプレイ装置１１８に再表示する。
【００１９】
　入力装置１０２、１０３は、任意のデスクトップコンピュータ、ラップトップコンピュ
ータ、あるいは、プレゼンテーションモジュール１１２あるいは選択モジュール１１４へ
のそれぞれの命令１１６あるいは１１７を発行するように構成された（リモートコントロ
ール装置、ハンドヘルドコンピュータ（ｈａｎｄｈｅｌｄ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、ＰＤＡ
、スマートフォンなどのような）その他の任意の装置であってよい。ある実施形態におい
ては、入力装置１０２、１０３は、プレゼンテーションモジュール１１２、および／また
は選択モジュール１１４を実行する１つまたは複数のコンピュータからは分離されていて
もよいし、あるいは、いずれかの１つが１つまたは複数のコンピュータの１つのコンポー
ネントであってもよい。
【００２０】
　選択モジュール１１４は、プレゼンテーションモジュール１１２を含み、基調を成すプ
レゼンテーションパッケージ（ｕｎｄｅｒｌｙｉｎｇ　ｐｒｅｓｅｎｔａｔｉｏｎ　ｐａ
ｃｋａｇｅ）の一部であってもよい。プレゼンテーションパッケージとしては、パワーポ
イント、キーノート、インプレス、グーグルプレゼンテーション、及びその他のプレゼン
テーション用のアプリケーションを含んでもよい。ただし、それに限定されるものではな
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い。選択モジュール１１４は、または、プレゼンテーションモジュール１１２とは分離し
て実行されてもよい。また基調のプレゼンテーションパッケージからは独立した機能を有
してもよい。例えば、選択モジュール１１４は、クライアントコンピュータ上のウェブブ
ラウザなどのような、クライアントアプリケーションでアクセスされてもよい。携帯型の
パーソナルデバイスにウェブブラウザが実装されて閲覧されてもよい。このように、選択
モジュール１１４は完全に分離されたパッケージとして、あるいはラップトップやＰＤＡ
などでアクセスできる遠隔地（例えばウェブサービスなどのような）から、実行されても
よい。選択モジュール１１４やプレゼンテーションモジュール１１２のさまざまな部品は
１つまたは複数の装置からなっていてもよく、それらの実施形態は別途更に詳細を述べる
。
【００２１】
　次に、図１Ａの表示リスト１２２、コンテンツ１３０および疑似コンテンツ１３４の更
なる詳細を、ある実施形態によるそれらの項目のデータ構造を示す図１Ｂを参照して述べ
る。表示リスト１２２は格納された項目１６１－１～１６１－ｎの識別子１７１－１～１
７１－ｎのリストを含んでおり、これらの項目は、これらの項目の提示順番に従って表示
済みコンテンツ１３２内に編成されている。ある実施形態においては、格納されたコンテ
ンツ１３０の識別子１７１は、格納コンテンツ１３０のアドレスか項目名であり、あるい
は、プレゼンテーションモジュール１１２が再表示のために格納コンテンツ１３０の特定
の項目にアクセスするのに使用できるようなその他のリンクである。疑似コンテンツ項目
１８１－１～１８１－ｎのそれぞれは、対応する表示済みコンテンツ項目１３２の表示画
像である。疑似コンテンツ項目１８１－１～１８１－ｎは、特定の順番で格納される必要
はない。しかし疑似コンテンツ項目１８１－１～１８１－ｎのそれぞれは、それらが派生
した対応する格納コンテンツ項目１６１－１～１６１－ｎの識別子１７１－１～１７１－
ｎに関連している。こうして、ユーザが疑似コンテンツ１３４の項目を選択することに応
答して、選択モジュール１１４が対応する格納コンテンツ１６１の項目の適切な指標（ｉ
ｎｄｅｘ）１７１を与えることができ、プレゼンテーションモジュール１１２がそのコン
テンツを再表示することを可能とする。
【００２２】
　図１Ｃはある実施形態によるプレゼンテーションモジュール１１２の構成を示す。ある
実施形態では、図１Ａに示されるように、プレゼンテーションモジュール１１２が、プレ
ゼンテーションコンテンツ１３０およびプレゼンテーション管理システム１００の関連タ
スクの表示と実行を管理する。プレゼンテーションモジュール１１２が入力命令１１６に
応答してディスプレイ装置１１８上にコンテンツを表示し、提示済みのコンテンツ１３２
の表示リスト１２２及び疑似コンテンツ１３４を生成する。これにより選択モジュール１
１４の操作が可能となる。プレゼンテーションモジュール１１２はまた、表示リスト１２
２及び疑似コンテンツ１３４を更新し、プレゼンテーションコンテンツ１３２の更新を選
択モジュール１１４に通知する。こうして、プレゼンテーションモジュール１１２が、そ
の時点での表示済みコンテンツ１３２の記録を提供し、これは、聴講者が提示済みのコン
テンツ１３２の正確な表示画像から再ディスプレイのためのコンテンツ項目を選択できる
ようにリアルタイムで行われる。ただしその記録の順序はプレゼンテーションのコンテン
ツ１３０の実際の順序に対応してないかもしれない。
【００２３】
　図２は別の実施形態によるソフトウェアモジュールを有するプレゼンテーション管理シ
ステム２００のブロック図である。図２は、図１Ａに示したいくつかの部品を含んでいる
。それらは図１Ａと同じ参照番号を有している。簡潔にするために、同一の機能は繰り返
しては説明しない。図２のソフトウェアモジュールはプレゼンテーションモジュール１１
２、選択モジュール１１４、およびシステム２００の中の別のモジュールの異なる部品と
の通信制御を行うアプリケーションマネージャ２３２を含んでいる。図１と同様に、それ
ぞれのモジュール１１２、１１４、２３２は別々の装置によって実行されてもよいし単一
の装置によって実行されてもよい。アプリケーションマネージャ２３２はプレゼンテーシ
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ョンモジュール１１２と選択モジュール１１４（および表示されていない他のモジュール
）との間のインタフェースとして作用するように構成されている。アプリケーションマネ
ージャ２３２はこれらのモジュール間を整理するための制御命令やデータ命令を送受信す
る。例えば、アプリケーションマネージャ２３２がプレゼンテーションモジュール１１２
及び選択モジュール１１４からの命令１２４、１２８を受信し、それに対して、受信した
命令１２４、１２８に応答するそれぞれのモジュールへ命令を与えるように構成されてい
る。
【００２４】
　ある実施形態においては、プレゼンテーションモジュール１１２が制御命令２２４（お
よびコンテンツ１３２）を送信して、聴講者に提示中のコンテンツ１３２を表示するよう
にアプリケーションマネージャ２３２に命令する。それに応えて、アプリケーションマネ
ージャ２３２も、新しいコンテンツが提示される（例えば、リスト１２２やサムネイル１
２６などを更新する）度に選択モジュール１１４に更新および通知のための命令２５２を
送信するように構成されており、その結果、選択モジュール１１４が提示済みのコンテン
ツ１３２の最新のリストを追跡する。従って、表示リスト１２２及びサムネイル１２６の
提示順は、講演者が聴講者に提示するコンテンツ１３２の順になっている。
【００２５】
　ある実施形態では、プレゼンテーションモジュール１１２が制御命令２２４をアプリケ
ーションマネージャ２３２に送信し、選択モジュール１１４を起動して聴講者が選択、再
表示のためにコンテンツ１３２にアクセスできるようにする。この制御命令２２４に応答
してアプリケーションマネージャ２３２は対応する制御命令２５２を送信し、選択モジュ
ール１１４を起動する。制御命令２２４、２５２は、命令２２４、２５２がアプリケーシ
ョンマネージャ２３２によって整理されることを除けば、図１Ａ、１Ｃの制御命令１２４
と同様の詳細を含むことは理解されるであろう。選択モジュール１１４が有効化されると
、聴講者が入力装置１０３を利用して、提示されている疑似コンテンツ１３４（例えばサ
ムネイル１２６やスライドタイトルのリスト（表示せず））の中からコンテンツを選択で
きるようになる。聴講者が（ユーザ装置１０３から入力命令１１７を伝送することによっ
て）疑似コンテンツ１３４から項目を選択すると、選択モジュール１１４は選択命令１２
８をアプリケーションマネージャ２３２へ伝送する。それに応えて、アプリケーションマ
ネージャ２３２がプレゼンテーションモジュール１１２へ制御命令２４４によって指示さ
れた選択を通知する。そしてプレゼンテーションモジュール１１２が選択されたコンテン
ツ項目を装置１１８上に表示する。
【００２６】
　選択自由の実施形態において、ユーザ入力装置１０２、１０３は、それぞれモジュール
１１２、１１４へではなく、アプリケーションマネージャ２３２と直接通信できるように
構成されている。そのような実施形態においては、講演者、あるいは聴講者からの命令１
１６、１１７はアプリケーションマネージャ２３２によって受信され、それに応えてアプ
リケーションマネージャ２３２がそれぞれのモジュール１１２、１１４へ命令２４４、２
５２を適宜実行する。従ってそのような実施形態においては、アプリケーションマネージ
ャ２３２がシステム２００の種々のモジュール及び装置間のすべての通信を仲介し、全体
のプレゼンテーション活動を総合的に調整する。
【００２７】
　図３は、実施形態によるディスプレイコンソール３０２上のプレゼンテーション資料の
構成を示す図である。ディスプレイコンソール３０２は２つの表示ウィンドウ３０４、３
０６を持っている。表示ウィンドウ３０４は、例えばプレゼンテーションスライド１０、
等のような、講演者によって現在表示されているコンテンツを表示する。プレゼンテーシ
ョンコンテンツ１３０、１３２はメモリカードやラップトップコンピュータ、あるいはサ
ーバなどの別の記憶装置に格納されたメモリ３３６に格納されてもよい。例えば、現在表
示されているスライド１０は、矢印３３４で示された、メモリ３３６中に格納されたスラ
イド１０に対応している。
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【００２８】
　表示ウィンドウ３０６は、講演中にウィンドウ３０４に表示されたコンテンツの表示画
像を表示し、閲覧者はそこから再ディスプレイするスライドを選択する。例えば、表示ウ
ィンドウ３０６は、既に提示されたすべてのスライドを表す一群のサムネイル画像スライ
ド３０８を表示し、かつ現在表示されているスライド１０のサムネイルスライド３１６も
含む。表示ウィンドウは聴講者による選択が可能となるスライド３０８を再表示する。あ
る実施形態において、プレゼンテーション資料の提示順序は講演者がプレゼンテーション
モジュール１１２でカスタマイズする。従って、サムネイル３０８により表示されている
プレゼンテーション資料の表示順序は、メモリ３３６に格納されているプレゼンテーショ
ン資料の順序とは異なるかもしれない。例えば、サムネイル３０８では、スライド８のサ
ムネイル３１４の次に、スライド８の後に提示されたスライド１０のサムネイル３１６が
来ている。このように、サムネイル３０８はスライドが提示される順番に従って選択モジ
ュール１１４にアップロードされ、この順序は必ずしもメモリ３３６に格納されている順
序ではない。サムネイル３０８もまた、個々のスライドが表示されている間に、あるいは
その直後にアップロードされる。
【００２９】
　図４は別の実施形態によるディスプレイ４０２上のプレゼンテーション資料の構成を示
す図である。ある実施形態では、ディスプレイ４０２は、提示スライド４０６のような、
プレゼンテーション資料を示す。しかし、選択モジュール１１４が起動されると、サムネ
イル４１０のような既に提示済みの資料の表示画像が同じディスプレイ４０２上にオーバ
レイとして示される。ある実施形態では聴講者はすべてのサムネイル４１０を介して操作
し、再表示すべきものを選択できる。図３のように、サムネイル４１０はスライドの提示
順に従って表示され、最後のサムネイル４１６はその時点で上の画面に表示されているス
ライド４０６に対応している。
【００３０】
　図５は別の実施形態による携帯型ハンドヘルド（ｈａｎｄｈｅｌｄ）装置５２０のディ
スプレイ５２２上のプレゼンテーション資料の構成を示す図である。実施形態によるとプ
レゼンテーションモジュール１１２は、装置５２０のようなパーソナルハンドヘルド（ｐ
ｅｒｓｏｎａｌ　ｈａｎｄｈｅｌｄ）装置へ提示済資料の疑似コンテンツ１３４を提供す
るように構成されていてもよい。こうして聴講者は講演者からは遠隔の場所にいることが
できる。ある実施形態では、選択モジュール１１４がネットワークコンピュータで操作さ
れ、（サムネイルスライド５０８などのような）疑似コンテンツ１３４がブラウザを介し
てウェブページ上に表示されてもよい。
【００３１】
　ある実施形態では、疑似コンテンツ１３４は携帯装置のスクリーン５２２に表示されて
もよい。前述したように疑似コンテンツ１３４は、サムネイルスライド５０８や、携帯装
置のスクリーン５２２上に表示可能な他の任意のコンテンツ形態として表示されてよい。
携帯装置はネットワーク接続などによりリモート接続されていてもよい。ある実施形態で
は、選択モジュール１１４が起動されている場合、聴講者は表示されたサムネイル５０８
からコンテンツを選択することができる。他の実施形態と同様に、サムネイルスライド５
０８は提示順に従って表示される。
【００３２】
　図６Ａ～６Ｃはある実施形態による、さまざまなプレゼンテーション管理システムの部
品及びその接続を示している。実施形態のあるものでは図６Ａのように、単一のディスプ
レイ装置６４０を利用してプレゼンテーションコンテンツを表示するように、入力装置６
３７がディスプレイ制御部品６３５に命令する。入力装置６３７はディスプレイコントロ
ーラ６３５を駆動できる任意の装置であってよく、例えばＰＣコンピュータ、ラップトッ
プ、ＰＤＡ等が含まれるが、これに限定されるものではない。ある実施形態では入力装置
６３７は、図１Ａおよび図２に関して既に説明したものと同一の装置上にプレゼンテーシ
ョンモジュール１１２及び選択モジュール１１４、および／またはアプリケーションモジ
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ュール２３２を含んでいる。ある実施形態では、入力装置６３７は、プレゼンテーション
モジュール１１２、選択モジュール１１４、および／またはアプリケーションモジュール
２３２を別々の装置上に有する複数の装置で構成されていてもよい。ある実施形態では、
複数の入力装置、すなわち入力装置１０２、１０３が入力装置６３７に接続されていて、
入力装置６３７は、ディスプレイコントローラ６３５を駆動する例えばＰＣコンピュータ
やラップトップのような単一装置であってもよい。ある実施形態では入力装置６３７とデ
ィスプレイコントローラ６３５は同一の装置上にあり、別の実施形態では入力装置６３７
とディスプレイコントローラ６３５は異なる装置上にある。ディスプレイコントローラ６
３５は、入力装置６３７から命令を受信して、コンテンツ１３２及び疑似コンテンツ１３
４を、ディスプレイ装置６４０を利用して聴講者に表示する。ディスプレイ装置６４０は
プレゼンテーション資料を聴講者に表示するのに用いられる任意の装置であってよく、液
晶ディスプレイ（“ＬＣＤ”）プロジェクタ、オーバヘッドプロジェクタ、ビデオディス
プレイ装置などが含まれるが、これに限定されるものではない。
【００３３】
　図６Ｂは別の実施形態による、プレゼンテーション管理システムの部品及びその接続を
示している。図６Ｂは図６Ａと同様の部品を一部含んでいるが、図６Ｂでは第２のディス
プレイ制御部品６３９により制御される第２のディスプレイ装置６４５と室内制御部品６
１５とを含んでいる点が異なる。ディスプレイ制御部品６３５、６３９は室内制御部品６
１５に接続されている。ある実施形態では室内制御部品６１５が、図１Ａのプレゼンテー
ションモジュール１１２及び選択モジュール１１４とを含む。別の実施形態では、ディス
プレイ制御部品６３５、６３９がプレゼンテーションモジュール１１２及び選択モジュー
ル１１４とを含み、室内制御部品６１５が図２のアプリケーションマネージャ２３２を含
む。更に別の実施形態では、室内制御モジュール６１５、プレゼンテーションモジュール
１１２、選択モジュール１１４、アプリケーションマネージャ２３２、あるいはそれらの
組合せが複数の装置上に配置され、室内制御装置６１５がディスプレイコントローラ６３
５、６３９を介してディスプレイ装置６４０、６４５を制御するようになっていてもよい
。
【００３４】
　ある実施形態では、室内制御モジュール６１５が、さまざまなユーザ入力装置１０２、
１０３からの命令を受信するように構成されていてもよい。さまざまなユーザ入力装置１
０２、１０３としては、リモートユーザのコンピュータ６６０、講演者のタブレット６６
５、ＰＤＡ６７０、リモートコントローラ６７５などが含まれるがこれらに限定されるも
のではない。そのような実施形態においては、室内制御モジュール６１５が、１つまたは
複数のユーザ装置６６０～６７５を、ディスプレイコントローラ６３５、６３９を介して
ディスプレイ装置６４０、６４５へ接続するコンジット（ｃｏｍｄｕｉｔ）であってもよ
い。ある実施形態では、室内制御モジュール６１５を、ディスプレイコントローラ６３５
、６３９のプラグイン装置として実装することができる。ユーザ入力装置６６０～６７５
のそれぞれは室内制御モジュール６１５に物理的に接続されていてもよいし、ネットワー
クシステムでリモート接続されていてもよい。
【００３５】
　図６Ｃは、ある実施形態によるネットワーク接続されたプレゼンテーション管理システ
ム６００の部品及びその接続の例を示している。これらの部品は、たとえば会議室や講演
が行われるその他の環境を部分的に構成する、利用可能部品の一部分である。この一部分
の部品としては、当業者がわかるような、ここに示されていないその他のタイプの部品が
含まれることもある。これらの論理部品は、室内装置を制御し、認証し、構成し、講演者
や聴講者などの人間がこれらのコントローラにアクセスすることを可能とする、アプリケ
ーションを動作させることも行う。
【００３６】
　システムのすべてのソフトウェア及びハードウェア部品は同一のコンピュータ上で動作
するが、部品は一般的にはいくつかのマシンの間に分散していて、あるものは同じ場所に
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あり、他のものは隔離している。実施形態によるソフトウェアモジュールはこのように分
散システム上で動作するように構成されている。従って、論理部品及び業務の実装の仕方
は自由である。
【００３７】
　部品間の通信はウェブ業務コールで仲介される。ただしリモートプロシージャコール（
ＲＰＣ）や他の特注プロトコルなどのその他の通信手段もまた利用することができる。ハ
ードウェア部品は、ビデオグラフィックアレイ（ＶＧＡ）、ユニバーサルシリアルバス（
ＵＳＢ）、及びイーサネット（登録商標）などのさまざまな方法を利用して相互に接続す
ることができる。図６Ｃの例では、ＶＧＡ接続が実線で表されている。ＵＳＢ接続は小さ
い破線で示されている。イーサネット（登録商標）接続は大きい破線で示されている。図
６Ｃに示されたシステム接続の種類及び組合せは説明のためのものであり、図に示された
ものに限定されるものではない。図６Ｃに示されていない他のタイプの接続を使用するこ
とも可能である。
【００３８】
　図６Ｃはシステムのハードウェアの一実施形態６００を示すもので、室内制御パーソナ
ルコンピュータ（ＰＣ）６１５及び２つのコントローラであるディスプレイＰＣ１　６２
０、ディスプレイＰＣ２　６２５を含んでいる。ある実施形態では、室内制御ＰＣ６１５
が、プレゼンテーション、部屋、構成および装置用のオブジェクトのデータベースを管理
し、プレゼンテーションデータおよびプレゼンテーションのための装置構成も含む。室内
制御ＰＣ６１５は、講演者が準備したスライドなどのプレゼンテーションコンテンツを格
納することもできる。また、室内制御ＰＣ６１５は、すでに提示済みのスライドのそれぞ
れのサムネイル画像や、提示済みスライドの表示リストなどのようなプレゼンテーション
コンテンツの表示画像を格納することもできる。あるいはその代わりに、プレゼンテーシ
ョンコンテンツ及びプレゼンテーションコンテンツの表示画像が、講演者が持ち込んだゲ
ストラップトップ６５５、あるいはディスプレイＰＣ６２０、６２５のいずれか１つに格
納され、室内制御ＰＣ６１５かラップトップ６５５を利用してアクセスされてもよい。
【００３９】
　ディスプレイＰＣ６２０および６２５はプレゼンテーションコンテンツおよび／または
プレゼンテーションコンテンツの表示画像をディスプレイボード６３０、６３５上に投影
してもよい。プレゼンテーション資料は対応するオーバヘッドプロジェクト、プロジェク
タ１　６４０及びプロジェクタ２　６４５を介してディスプレイ６３０、６３５上に投影
される。プレゼンテーションコンテンツおよびプレゼンテーションコンテンツの表示画像
は、既に述べたように、別々のディスプレイボード６３０、６３５上に表示されてもよい
し、１つのディスプレイスクリーン（表示せず）上に表示されてもよい。室内制御ＰＣ６
１５は、マシン上で実行される業務を介してプロジェクタ６４０および６４５を制御でき
る。あるいは、ディスプレイＰＣ６２０と６２５がプロジェクタ６４０と６４５を個別に
制御することができる。室内制御ＰＣ６１５がビデオスイッチ６５０を制御し、これが次
に、室内のＶＧＡケーブルに接続できるゲストラップトップ６５５を含めてディスプレイ
への経路を制御する。ビデオスイッチはいくつかの異なるビデオソースの中から選択する
場合に使用される。室内制御ＰＣ６１５はまた、室内の照明、音響及び空調などのその他
の機能の制御も行うことができる。
【００４０】
　システムハードウェア６００は、ゲストラップトップ６５５、講演者のタブレット６６
５や室内制御ＰＣ６１５を含むシステム６００中の任意の数の装置、ただしこれに限定さ
れるものではないが、を介して、講演者により制御されることが可能である。ある実施形
態において、室内制御ＰＣ６１５やゲストラップトップ６５５を介して、講演者は選択モ
ジュール１１４を起動することができる。ある実施形態において、前述したように例えば
、リモートコンピュータ６６０、リモートコントローラ６７５、パーソナルデジタルアシ
スタント（ＰＤＡ）などの入力装置１０３を使って、聴講者がプレゼンテーションのコン
テンツ１３２を再表示するための選択をすることが可能である。ある実施形態においては
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、入力装置１０２、１０３は通信ネットワーク６１０を介して室内制御ＰＣ６１５にリモ
ート接続されてもよい。同様に、聴講者はそれらの装置６６０～６７５を介してプレゼン
テーションコンテンツを閲覧し、かつプレゼンテーションコンテンツの表示画像にアクセ
スできる。聴講者は、会議室や会議場などの一か所にいることも可能であるし、あるいは
講演者からは遠隔の場所で、通信ネットワーク６１０で接続されていることもできる。ビ
デオ会議装置６９５は、そのマシン上で実行される業務を介して室内制御ＰＣ６１５によ
って制御される。ビデオスイッチ６５０は、入力されるプレゼンテーションをそのまま反
映した出力を有する。
【００４１】
　ある１つの会議には少なくとも１人の講演者が関係し、それぞれの講演者はシステムの
構成に係わる。例えばプレゼンテーションの準備において、それぞれの講演者は、装置、
アプリケーション、好みの使用方法などの選択により、また表示するプレゼンテーション
コンテンツを特定することにより、プレゼンテーション用の構成を設定する。
【００４２】
　図７はある実施形態によるコンピュータシステム７００のブロック図である。システム
７００はクライアントシステムすなわちサーバシステムの一部であり、他の一般的な部品
が含まれていてもよいが、簡単のために表示されていない。更に、システム７００の１つ
または複数の部品は１つのコンピュータからでも、あるいは複数のコンピュータ装置から
でもアクセスし、実行することができる。システム７００は一般に、１つまたは複数の処
理ユニット（ＣＰＵ）７０２、１つまたは複数のネットワークないしはその他の通信イン
タフェース７２０、メモリ７０４、およびこれらの部品を相互接続するための１つまたは
複数の通信バス７１８を含んでいる。通信バス７１８はシステム部品間を相互接続し通信
を制御する回路（チップセットとも呼ばれることがある）を含んでもよい。システム７０
０は、例えばディスプレイ７２４、入力装置７２６、出力装置７２８などのユーザインタ
フェース７２２を所望により含んでいてもよい。入力装置７２６は、例えばキーボード、
マウス、タッチパッドディスプレイスクリーン、あるいはその他の、ユーザがシステム７
００に情報を入力するための任意の適当な装置を含むことができる。出力装置７２８は、
例えばビデオディスプレイユニット、プリンタ、あるいはその他の、出力データをユーザ
に提供できる任意の適当な装置を含むことができる。入力装置７２６と出力装置７２８は
同一の装置で交互に入力／出力装置となるものであってもよい。メモリ７０４は高速ラン
ダムアクセスメモリを含んでよいし、また１つまたは複数の磁気ディスク記憶装置のよう
な不揮発性メモリを含んでもよい。メモリ７０４は中央処理ユニット７０２からは離れた
場所にある大容量記憶装置を含んでもよい。メモリ７０４、あるいはそれに代わるメモリ
７０４中の不揮発メモリ装置は、コンピュータ可読記憶媒体から構成される。メモリ７０
４は以下の要素、あるいはそれらの要素の一部分を格納する。また、以下の追加の要素；
　さまざまな基本システム業務を処理し、ハードウェアに依存するタスクを実行するため
の手順を含むオペレーティングシステム７０６と、
　インターネット、その他の広域ネットワーク、ローカルエリアネットワーク、メトロポ
リタンエリアネットワークなどの、１つまたは複数の通信ネットワーク（有線あるいは無
線の）を介して、コンピュータシステム７００を、他のサーバやコンピュータに接続する
ために使用される通信モジュール７０８と、
　プレゼンテーションモジュール７３４、及び前述のように講演者が聴講者に特定のプレ
ゼンテーションコンテンツを再表示のために選択することを可能とさせる選択モジュール
７３６を含むソフトウェアモジュール７３２と、
　講演者がプレゼンテーションで使うために選択し構成した複数のスライド７５０を含ん
でもよいプレゼンテーションコンテンツ７４４、及び図１Ａおよび図１Ｂの表示リスト１
２２及びサムネイル１２６を含んでもよい疑似コンテンツ７４２を表すコンテンツを含む
データを格納するためのデータ部品７３８と、
　を更に含んでもよい。前述したように、それぞれのスライドが提示される度に、そのス
ライドの表示画像が、例えばサムネイルとかディスプレイリストの形でデータ部品７３８
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の中に格納される。
【００４３】
　図８はある実施形態による、聴講者がプレゼンテーション資料から選択することを可能
とする方法８００を示すフロー図である。方法８００の実装により、講演者がプレゼンテ
ーション中に提示したコンテンツに聴講者がアクセスできるようになる。ある実施形態に
おいて方法８００は、聴講者に資料を提示するステップ（８１０）と、その後に、既に提
示されたプレゼンテーション資料の表示画像を聴講者に表示するステップ（８２０）とを
含む。そうして、聴講者は表示された表示画像から、既に提示済みのプレゼンテーション
資料の任意のものを選択することが可能となる（８３０）。聴講者の選択（８３０）に応
答して、既に提示済みで、選択されたプレゼンテーション資料の特定の１つが再表示され
る（８４０）。
【００４４】
　以上の記述においては、説明の目的で、特定の実施形態を参照して記述した。しかし、
上記の実例による議論は網羅的であることは意図されておらず、また本発明を開示した形
態そのものに限定する意図もない。上記の教示に鑑みて、多くの修正及び変形が可能であ
る。実施形態は本発明の原理および実際の適用を最もよく説明するように選ばれて記述さ
れた。これにより本発明、及び考えられる特定の利用に対する好適なさまざまな修正を有
する種々の実施形態を、当業者が最適に利用することが可能となる。
【符号の説明】
【００４５】
１００　プレゼンテーション管理システム
１０２　ユーザ入力装置
１０３　ユーザ入力装置
１０６　プレゼンテーションアプリケーション
１１２　プレゼンテーションモジュール
１１４　選択モジュール
１１５　ソフトウェアモジュール
１１６　講演者命令
１１７　聴講者命令
１１８　ディスプレイ
１２０　ディスプレイ
１２２　表示リスト
１２４　制御命令
１２６　サムネイル
１２８　選択命令
１３０　コンテンツ
１３２　コンテンツ
１３４　疑似コンテンツ
１６１－１　項目
１６１－２　項目
１６１－ｎ　項目
１７１－１　識別子
１７１－２　識別子
１７１－ｎ　識別子
１８１－１　疑似コンテンツ項目
１８１－２　疑似コンテンツ項目
１８１－ｎ　疑似コンテンツ項目
２００　プレゼンテーション管理システム
２２４　制御命令
２３２　アプリケーションマネージャ
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２４４　制御命令
２５２　制御命令
３０４　表示ウィンドウ
３０６　表示ウィンドウ
３０８　サムネイル画像スライド
３１４　サムネイル
３１６　サムネイル
３３４　矢印
３３６　メモリ
３４２　プレゼンテーションコンテンツ
３４４　スライド１
３４６　スライド２
３４８　スライド３
３５０　スライド４
３５２　スライド６
３５４　スライド５
３５６　スライド８
３５８　スライド９
３６０　スライド１０
４０２　ディスプレイ
４０６　スライド
４１０　サムネイル
４１６　サムネイル
５０８　サムネイルスライド
５２０　携帯型ハンドヘルド装置
５２２　ディスプレイ
６００　ネットワーク接続されたプレゼンテーション管理システム
６１０　通信ネットワーク
６１５　室内コントローラ
６２０　ディスプレイＰＣ１
６２５　ディスプレイＰＣ２
６３０　ディスプレイボード
６３５　ディスプレイボード
６３７　入力装置
６３９　ディスプレイコントローラ
６４０　ディスプレイ装置
６４５　ディスプレイ装置
６５０　ビデオスイッチ
６５５　ゲストラップトップ
６６０　リモートユーザ装置
６６５　講演者タブレット
６７０　ＰＤＡ
６７５　リモートコントローラ
６９５　ビデオ会議装置
７００　コンピュータシステム
７０２　中央処理ユニット
７０４　メモリ
７０６　オペレーティングシステム
７０８　通信モジュール
７１８　通信バス
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７２０　ネットワークインタフェース
７２２　ユーザインタフェース
７２４　ディスプレイ
７２６　入力装置
７２８　出力装置
７３２　ソフトウェアモジュール
７３４　プレゼンテーションモジュール
７３６　選択モジュール
７３８　データ部品
７４２　疑似コンテンツデータ
７４４　プレゼンテーションコンテンツ
７５０　スライド
８００　方法

【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図１Ｃ】
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